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研
究
者
や
弁
護
士
で
つ
く
る

「
非
正
規
労
働
者
の
権
利
実
現

全
国
会
議
」
は
４
月
６
日
、
国

に
提
言
書
を
提
出
し
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

か
ら
労
働
者
を
守
る
よ
う
要
請

し
た
。
雇
用
継
続
が
保
障
さ
れ

な
い
非
正
規
労
働
者
の
雇
用
維

持
を
第
一
に
訴
え
て
い
る
。

　

同
会
議
で
は
感
染
症
の
影
響

に
つ
い
て
、
非
正
規
雇
用
や
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
を
中
心
に
ウ
ェ
ブ

上
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
、
２
週
間
で
約
３
０
０
件
の

回
答
を
得
た
。
「
雇
用
契
約
の

更
新
が
未
定
」
「
シ
フ
ト
が
な

く
な
り
、
収
入
減
」
「
感
染
し

た
ら
病
気
休
暇
は
無
給
」
「
解

雇
ラ
ッ
シ
ュ
の
中
で
再
就
職
は

無
理
」
な
ど
、
悲
痛
な
声
が
相

次
い
だ
。

　

調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
提
言

書
で
は
①
感
染
症
を
理
由
に
し

た
安
易
な
雇
い
止
め
や
解
雇
の

禁
止
②
賃
金
全
額
相
当
の
休
業

手
当
③
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
へ
の
所

得
補
償
④
医
療
福
祉
従
事
者
の

安
全
確
保
⑤
非
正
規
を
理
由
と

し
た
安
全
確
保
上
の
格
差
の
規

制
―
―
な
ど
の
特
別
措
置
が
必

要
と
し
た
。
具
体
的
に
は
、
雇

用
継
続
を
要
件
に
し
た
経
営
者

の
財
政
支
援
や
労
働
者
支
援
の

行
政
体
制
の
整
備
を
求
め
て
い

る
。

　

代
表
幹
事
の
脇
田
滋
龍
谷
大

学
名
誉
教
授
は
、
非
正
規
労

働
者
の
場
合
、
シ
フ
ト
変
更
な

ど
で
労
働
日
や
労
働
時
間
が
削

減
さ
れ
れ
ば
、
休
業
手
当
の
対

象
に
な
る
休
業
日
そ
の
も
の
が

な
く
な
る
と
問
題
視
す
る
。

「
（
手
当
算
出
に
関
わ
る
）
平

均
賃
金
の
計
算
で
は
（
土
日

を
含
む
）
暦
日
数
が
分
母
の
た

め
、
日
給
や
時
給
で
働
く
非
正

規
労
働
者
の
休
業
手
当
は
、

手
取
り
額
が
６
割
で
は
な
く
４

割
程
度
に
し
か
な
ら
な
い
。
極

め
て
不
利
な
仕
組
み
だ
」
と
強

調
。
そ
の
上
で
「
雇
い
止
め
を

厳
し
く
規
制
す
る
と
と
も
に
、

非
正
規
雇
用
労
働
者
や
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
を
対
象
に
し
た
特
別
の

所
得
補
償
が
緊
急
に
必
要
だ
」

と
語
っ
て
い
る
。

雇
用
と
所
得
の
補
償
を

非

正

規

全
国
会
議

新
型
コ
ロ
ナ
問
題
で
提
言

　


